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（受賞後の意識の変化） 

【竹之内】本日は、特許調査能力のスキルアッ

プというテーマについて、堤さんと田辺さんに

色々とお話しを伺いたいと思います。まずは

自己紹介からお願いします。 

【 堤 】トヨタテクニカルディベロップメント株

式会社の堤です。本日はよろしくお願いしま

す。普段の仕事は侵害予防調査や無効化資

料調査、また技術情報分析をメインに行って

います。 

【田 辺】昭和電工株式会社の田辺です。私

は特許調査部門のマネージャーとして社内全

体の知財リスクのマネジメントや特許調査教育

等を行っています。また、自分自身で侵害予

防調査や無効化資料調査を行うこともありま

す。どうぞよろしくお願いします。 

【竹之内】ありがとうございました。それでは、

あらためて堤さん、特許検索競技大会２０１６

 

－ 特許検索競技大会２０１６最優秀賞受賞者 特別鼎談 － 

特許調査能力のスキルアップについて 
 

特許検索競技大会２０１６     特許検索競技大会２０１６   一般財団法人工業所有権協力センター 
最優秀賞受賞者             実行委員                 部門長 

堤 奈緒子 × 田辺 千夏 × 竹之内秀明 

特許調査は個人で行う事が多く、そのノウハウは個人に蓄積されるとともに、共有化がされに

くくなっている。そのため、特許調査能力の向上は自己研鑚に頼ることが多く、組織だった人

材育成手法は十分に確立されているとは言えない状況にある。 

このような背景のもと、特許調査能力のスキルアップのための手法や、組織的な人材育成手

法についてのあり方などについて、特許検索競技大会２０１６で最優秀賞を受賞された堤奈緒

子氏と、特許検索競技大会２０１６の試験問題の作成等に携わった田辺千夏氏に、ＩＰＣＣの機

械Ｂ部門長である竹之内秀明がお話しを伺った。 
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での最優秀賞受賞おめでとうございます。参

加者数が３００人を超える中での受賞は本当

にすごいですね。 

【 堤 】ありがとうございます。まさか受賞で

きるとは思っていなかったので、通知を受けた

時は信じられませんでした。 

【竹之内】表彰式のスピーチで、なかなかゴー

ルド認定を取れずに悩まれていたというお話

しをされていましたが、大会にはこれまで何回

参加されたのですか。 

【 堤 】２０１６年大会は４回目の挑戦でした。

過去の大会はシルバー認定までしか取れな

かったので、今回こそは絶対ゴールド認定を

取るぞ！という意気込みで臨みました。 

【竹之内】最優秀賞を受賞した後、変化などは

ありましたか。 

【 堤 】まず、同僚やお客様からお祝いの

言葉を頂いたことがとても嬉しかったです。ま

た、受賞後に仕事の内容が変わるということは

ないですが、自信を持って取り組めるようにな

ったと言いますか、そういう意識の変化は感じ

ています。 

【竹之内】自信を持って仕事に取り組むという

ことは重要なことですよね。受賞がそのきっか

けになったのですね。 

【 堤 】確かに受賞そのものもそうですが、

大会前に行った準備段階の経験も大きかった

と思っています。 

【竹之内】大会前の準備とは、どのようなことを

行ったのですか。 

【 堤 】メインは社内での勉強会の運営で

す。弊社では社内人材の調査能力向上プロ

ジェクトを立ち上げており、私は昨年からプロ

ジェクトリーダーとして活動しています。本プロ

ジェクトでは勉強するコンテンツの一つとして

特許検索競技大会を大いに活用させて頂い

ています。教材として過去問集を使用したり、

又、全体の能力向上に向けたモチベーション

アップを図るため、大会の出場メンバーを選

抜する社内予選を実施する等もしています。

大会へ出場するからには全体としても良い成

績を残したいので、大会直前には集中して勉

強会を開催し、通常の業務に役立つ情報の

提供を主として行い、更にこれまでの大会の

出題傾向や最近のトレンドから次大会の出題

予測を行ったりもしましたね。社内予選のため 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堤 奈緒子（つつみ なおこ） 

トヨタテクニカルディベロップメント株式会社 

ＩＰコンサルティング事業部 情報解析室 

特許検索競技大会２０１６ 

ゴールド認定、最優秀賞受賞、団体第一位受賞 

 

の試験問題の作成や、勉強会では講師を担

当するなど、プロジェクトを運営する為に多く

のことを勉強する必要がありました。 

【竹之内】社内で予選まで行っているなんて素

晴らしいですね。このようなお話しは大会の試

験問題を作成している田辺さんにとって嬉しさ

もひとしおではないですか。 

【田 辺】とても嬉しいですね。このような話を

伺うと大会運営側の１人としてやりがいを感じ

ます。でも、社内予選用の試験問題の作成は

大変じゃなかったですか（笑）。 

【 堤 】はい、とても大変でした（笑）。自分

で作ってみて、あらためて大会の試験問題を

作成されている皆様のご苦労が分かりました。 

【竹之内】社内勉強会というのはどのようなもの

ですか。 

【 堤 】社内予選を通過した選抜メンバーを

集め、大会の過去問集などを利用して問題を

詳細に解説したり、実際に解いて見せたり、細

かいノウハウを共有するなど、様々なことを行

いました。私はこれまで聞く側だったのですが、

教える側になってみるととても大変でした。 

【田 辺】教える立場になると、教えられる立

場の時よりずっと勉強しますよね。 

【 堤 】はい、かなり勉強しました。他のメン 
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田辺 千夏（たなべ ちなつ） 

昭和電工株式会社 

法務・知的財産部 知的財産グループ 

情報チームリーダー 

特許検索競技大会２０１６実行委員 

 

バーの質問に応えなければならないので、責

任を感じるとともに、良いプレッシャーになりま

した。 

【竹之内】その結果、堤さん自身が優勝された

わけですね（笑）。 

【 堤 】チームのためにという思いで頑張っ

てきたのですが、結果的に自分自身が一番成

長させてもらったようです。このような取組を行

い、大会でも優勝という結果を出すことができ、

さらに選抜メンバーの多くがブロンズ以上の認

定という、全体としても良い結果を残すことが

出来たので、自分のやってきたことは間違っ

ていなかったんだと思いました。こうした一連

の経験が、今の自信に繋がっています。 

 

（特許検索競技大会への参加価値） 

【竹之内】２０１６年大会の試験問題はどうでし

たか、難しかったですか。 

【 堤 】難しかったですね。最近は海外調

査の重要性も高まっておりますので、海外文

献を読み込む問題がそろそろ出てもおかしく

ないと思っていましたが、やはり２０１６年度大

会では出題されましたね。 

【田 辺】読まれていましたか（笑）。 

【 堤 】最近の特許業界のトレンドが反映さ

れていたり、簡単な検索式では解答にたどり

着けなかったり、本当によく作り込まれた試験

問題だと思います。大会がきっかけで、新しい

情報を積極的に取り入れる機会も増えまし

た。 

【竹之内】大会の試験問題の作成に際しては、

何か方針などがあるのですか。 

【田 辺】問題作成にあたっては、できる限り

実務に沿った形式にするという方針がありま

す。また、サーチャーのレベルを定量化するこ

とが必要なので、実際に検索を行う問題では、

調査結果はもちろんですが、調査プロセスを

大切にしています。 

【竹之内】なるほど、調査のプロセスは非常に

大切ですよね。我々ＩＰＣＣも、特許庁の審査

官へ先行技術調査の結果を報告しているの

ですが、良い公報が見つかったとしても、その

過程でどのようなＦタームやキーワードを使っ

たかなどを厳しく評価されています。サーチャ

ーレベルを計るポイントですね。 

【田 辺】そうですね。発明の構成要素を的確

に抽出することができるかといった点を含め、

優秀なサーチャーは調査プロセスがしっかりと

している必要がありますから。 

【竹之内】しかし、調査プロセスは正解が１つ

ではないので、採点は大変ではないですか？ 

【田 辺】はい。採点基準を作るのはもちろん

ですが、検索式に関しては参加者一人一人

の解答を複数の目で見て慎重に採点していま

す。 

【竹之内】問題の形式は、単に検索の問題だ

けではなく、特許制度の知識を問う問題も入

っていますよね。試験を受けるだけでとても勉

強になりそうですね（笑）。 

【田 辺】１２月には大会問題の解答例や解

説を行うフィードバックセミナーも開催していま

す。試験の結果が思わしくなかった方も、この

セミナーを受講することで、自身の弱かったと

ころを認識・改善して、次のステップに進んで

頂けるのではないかと思っています。 

【竹之内】そして、また次の大会にチャレンジ

して、ですね。素晴らしいサイクルですね。堤

さんはまさにこのサイクルによるスキルアップを

体現されていますよね。 

【 堤 】そう言って頂けると嬉しいです。特

許検索競技大会へ参加してから本当に成長 
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竹之内 秀明（たけのうち ひであき） 

一般財団法人工業所有権協力センター 

調査業務センター 機械Ｂ部門長 

元特許庁審判長・審査長 

 

できたと思います。特許調査は個人個人の能

力が測りづらいので、特許検索競技大会であ

る一定の基準で客観的な評価を頂くことは、

自分の調査能力を客観的に判断できることに

なります。田辺さんのお話しにもありましたが、

大会後のフィードバックセミナーで自分の足り

なかったところが分かるようにもなりますし、次

はもっと良い成績を取りたいという意欲も湧き

ます。 

【竹之内】フィードバックセミナーでは、試験問

題の解説だけでなく、検索一般の講義を受け

られる仕組みが良いですね。 

【 堤 】フィードバックセミナーのテキストも

教材としてとても良くできていますので、重宝

しています。 

【田 辺】フィードバックセミナーテキストは参

考書としても使えるように工夫しているので、

実際にそのように使って頂いていると聞くとあ

りがたいですね。 

【竹之内】大会へ参加することで、普段のお仕

事にもいい影響が出ていますか？ 

【 堤 】これまではお客様の依頼に対して、

この調査結果で本当に良いのか不安になるこ

とがあったのですが、特許検索競技大会に参

加するために調査技術を基礎から見直すこと

で、自分の足りない部分が明確になりますし、

それを克服することで、調査結果に自信が持

てるようになりました。 

【竹之内】大会に参加する価値は高いと。 

【 堤 】はい。特許検索競技大会は特許の

調査能力を客観的に測ることができる場なの

で、調査能力の向上、底上げを図るために弊

社も会社をあげて参加しています。認定証を

もらえることで個人のモチベーションアップに

もつながっていますし、受賞すれば、個人とし

ても企業としても社外へＰＲもできますので、

大会への参加は、様々な面でとても価値ある

ものだと思います。 

【田 辺】特許検索競技大会のコンセプトは、

サーチャーのスキルアップですので、まさに堤

さんやトヨタテクニカルディベロップメントさん

に体現してもらっていますね。 

【竹之内】大会への参加そのものが、本日のテ

ーマである、特許調査能力のスキルアップ手

法の１つであるということですね。 
 

（特許調査能力のスキルアップ） 

【竹之内】さて、特許調査能力のスキルアップ

について、すでに色々話しは出ていますが、

あらためてお話しを伺いたいと思います。まず

は、お二人が所属している企業での人材育成

方法などを伺わせてください。堤さんの会社

ではいかがでしょうか。 

【 堤 】まず入社して数ヶ月は特許法を始

め、業務に関する様々な研修が実施されます。

その後は月に 1 回程度、所属に関係なく全員

を対象にした講義も実施されていますが、基

本は先輩からの OJT 育成です。 

【竹之内】田辺さんの会社はいかがですか。 

【田 辺】私の会社では、入社後２年間の研

修期間の中で３度に分けて特許調査の研修

を行っています。標準的な調査方法について

のマニュアルがあるので、これに沿って研修を

行います。その後はＯＪＴで経験を積む形です 
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ね。 

【竹之内】やはりＯＪＴが大切なようですね。ＩＰ

ＣＣも様々な研修を行ってはいますが、やはり、

指導者や先輩サーチャーからのＯＪＴで経験

を積んでいくのが主流です。このＯＪＴについ

てですが、冒頭に堤さんからもお話しがあった

ように、教えられる側より教える側の方が勉強

になるとも考えられますよね。 

【 堤 】そうですね。今回の大会対策プロジ

ェクトで、私はメンバーへ教える立場になった

のですが、メンバーも初心者では無いので深

いところまで説明を求められる場面も多くあり

ました。そのためまず自分でやってみて、その

上で人に説明できるように細かく理解する必

要がありました。「何故こうするのか、何故、何

故・・」を自分の中で繰り返して、理由を考える

ようになりました。その結果、自分が作成した

検索式のプロセスを明確化できるようになって、

検索式の一つ一つを整理してお客様にも説

明できるようになりました。教える立場になって、

普段の業務の中で意識すべきことがよりよく見

えてきたと思います。 

【竹之内】自分では分かっていたつもりでも、

いざ教えるとなると、実は理解していなかった

と気づくこともありますよね。田辺さんは社員を

教育する立場として、何か意識していることは

ありますか。 

【田 辺】自分が行った調査がどう役立ったか

を知ることが重要だと考えています。弊社では、

出願前調査については原則各開発部署が自

身で行うこととなっています。そこでは調査しき

れなかった侵害予防調査等を調査専門の私

の部署で調査する仕組みになっているのです

が、開発部署と一体となって最終的な結果ま

で責任を持つことで、調査の必要性を認識す

ることができますし、そうなると自然と調査能力

も向上しますね。 

【竹之内】同感です。自分の調査結果がその

後何にどれだけ影響を及ぼすのかを知ること

は、責任感も湧きますし、モチベーションアッ

プにも繋がりますしね。ＩＰＣＣでは、自分が調

査した結果を審査官がどのように利用したか

フ ィ ー ド バ ッ ク が あ り ま す し 、 報 告 書 が Ｊ

-PlatPat を通じて世の中に公表されることも大

きいですね。 

【田 辺】弊社でも調査報告書をＤＢ化し、部

内で共有しているので、他の担当者が行った

調査報告書を参考にしたり、急きょ担当が変

わっても同等の調査を行うことが出来ます。こ

のように、後で活用されると思うと、他の人が

読んでも理解できる検索式を意識しますね。

案件によっては通常と異なる検索を行うことも

ありますが、こうした例外も含めて共有できる

ので、経験値の少ない若手にとっては、こうい

う検索手法もあるのかと、他の人が書いた報

告書を読んでスキルアップもできると思います。

サーチャーは一人で仕事を行うことが多いの

ですが、報告書を共有することで、チームワー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特許検索競技大会とは】 

特許調査能力の客観評価と優秀者及び優秀団体の顕彰等を通して、特許調査に関する技術の普及啓発を

促すことにより、我が国のイノベーションの促進に寄与することを目的として開催している大会です。本大会で

は初心者向けのベーシックコース（２０１７年大会からスチューデントコース）と、上級者向けのアドバンストコース

の２コースを設けており、一定レベルの結果を得た方には認定証を交付するほか、アドバンストコースにおいて

は、特に優秀な成績を収めた方および団体の表彰を行っています。 

昨年度の特許検索競技大会２０１６は、平成２８年９月３日（土）に東京・大阪・仙台の３会場で同時開催し、ベ

ーシックコースとアドバンストコースを合わせて３９５名が参加しました。 
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クの向上やチーム全体の調査能力の底上げ

が図られていると思います。 

【竹之内】個人個人のスキルアップ手法として

は、どのような事例がありますか？ 

【田 辺】弊社では社員を外部のセミナーや

研究会等へ積極的に参加させるようにしてい

ます。やはり内部だけでは新たな情報を得たり

個人の知識を深めることに限界があるので、外

部の人との交流はとても有効です。 

【竹之内】対外交流は知見が広がりそうですね。

とても良い取り組みだと思います。 

【 堤 】弊社も外部のセミナーや研究会等

へ出席し、社内共有会で共有するなどして新

たな情報を取り入れるようにしています。また、

弊社は若手のメンバーが多いので、今後はよ

りいっそう若手メンバーも積極的に外部のセミ

ナー等へ参加できるよう働きかけているところ

です。 

 

（特許検索競技大会に参加する方々へ） 

【竹之内】お時間も迫ってきましたので、最後

に特許検索競技大会の今後についてお話し

を伺いたいと思います。まず田辺さん、特許検

索競技大会の目指すところ、また今後の課題

などはありますか。 

【田 辺】毎年参加者が増えていて、昨年度

は４００名近くの参加がありました。しかし私個

人としてはまだ不十分と感じています。参加者

はリピーターが多いので、新規参加者を増や

して裾野を広げていく必要がありますね。例え

ば、自宅でも学習可能なＥラーニングのような

形態にするなどして、もっと規模を拡大できた

らと思います。特許調査に携わる人たちが皆

一定のレベルで調査ができることが目指すとこ

ろと思っていますので、大会に参加することで、

自分は全体の中でどのレベルにいるのかを常

に自覚できる指標として頂ければと思います。 

【竹之内】堤さんはいかがですか。 

【 堤 】今年度からスチューデントコースを

新たに始めると伺いました。コース名から学生

をターゲットとしていると思われますが、私が知

財に興味を持ち出したのは学生時代でしたの

で、私の学生時代にスチューデントコースがあ

ったら是非受けてみたかったです。会社に入

る前に特許検索について知識があれば、入社

後に必ず活かせると思います。就職活動をす

る上でも良いＰＲになるんじゃないかとも思いま

す。学生がより興味をもってくれれば、業界全

体の底上げにも繋がると思うので、とても良い

取組だと思います。 

【竹之内】堤さんから最後に、今後特許検索競

技大会へ参加する方々へのアドバイスなどが

あればお願いします 

【 堤 】そうですね、プロセスを丁寧に、明ら

かにするよう心がけることでしょうか。日々の業

務を丁寧に行うことで、自然とスキルアップに

繋がっていきます。基本に忠実に丁寧に、そし

て「必ず何か基本通りにはいかない部分があ

る」ということを忘れないこと。検索は、これをす

れば「絶対大丈夫」ということはないので、もう

一度見直すことを普段から行う。そうすることで

新たな気付きを得ることがありますね。 

【竹之内】本日はありがとうございました。 

（鼎談日：平成２９年６月２６日） 
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